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成果の特徴
• 農研機構で公開中の研究レビュー（システマティックレビュー：SR)を利用して、

カロテノイドの一種である“ルテイン”を機能性関与成分とする、寒締めホウレンソウ
（宮城県産）を機能性表示食品として上市しました。

• 寒締め処理（冬期の寒さを利用した栽培法）により、
ルテイン含量の高いホウレンソウが生産できることを
明らかにしました（宮城県農業・園芸総合研究所）。

• SRおよび届出様式の作成例は、農研機構の
ウエブサイトから、無料でダウンロードできます。
また、届出に必要なファイルについての問い合わせ
も受け付けています。
http://www.naro.affrc.go.jp/project/f_foodpro/2016/063236.html

成果の活用
H30年度には、宮城県内農業生産法人の2.0haの園地で栽培・出荷されました。
適切な品種の選択、栽培管理を行い、ルテイン含有量のバラツキ等を明らかにする
とともに、上記研究レビュー（SR)を利用することで、生鮮野菜の機能性表示の届出が
できるようになります。

本研究は、生研支援センター「革新的技術開発・緊急展開事業（うち地域戦略プロジェクト）」の支援を受けた成果です
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